
正誤表
頁 行数 誤 正

58 上から 6 行目 に当たる にも当たる

63 上から 7 行目 できる。」いう できる。」という

69 上から 15 行目 ないのではないのでは ないのでは

74 上から 3 行目 もっとも すなわち

77 下から 9 行目 含まれるのである 含まれる

99 下から 8 行目 ない (1)。 ない。

113 上から 6 行目 第一巻 10 頁 第一巻 10 頁参照

121 上から 10 行目 10.24. 10.24

135 上から 7 行目 事件の流れ 事実の流れ

140 上から 8 行目 正しい 正しいか

157 下から 7 行目 のため （削る）

161 下から 9 行目 訟）また 訟）、また

161 上から 9 行目 議訴訟）また 議訴訟）、また

178 上から 16 行目 185 頁 193 頁

197 下から 9 行目 留置権ー必要費 留置権ー有益費

201 上から 12 行目 登記簿 登記記録

206 上から 7 行目 基づく土地引渡し （同行の上部に線を追加）別紙 1 参照

207 上から 6 行目 であるからこれが であるから、これが

219 上から 3 行目 120 頁 116 頁

220 下から 6 行目 所有権喪失の抗弁 対抗要件具備による所有権喪失の抗弁

275 下から 4 行目 民法 541 ただし書 民法 541 条ただし書

291 下から 3 行目 ドイツ法は ドイツ民法では

297 下から 8 行目 附従性 付従性

330 上から 2 行目 賃賃貸借契約 賃貸借契約

330 上から 11 行目 賃賃貸借契約 賃貸借契約

330 上から 15 行目 賃賃貸借契約 賃貸借契約

342 上から 10,11 行目 「意思」の下の線 （削る）

410 下から 10 行目 否定を否定した 否定した

469 上から 2 行目 調整型 調整型（清算型・回復型）

229 下から 2 行目 ルンバールショック事件 ルンバール・ショック事件

247 上から 12 行目 処分証書 処分文書

249 下から 4 行目 自体は 自体が

253 上から 9 行目 取　消し 取消し
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頁 行数 誤 正

260 上から 8 行目 評障害事実 評価障害事実

268 上から 13 行目 eX. ex.

323 上から 4 行目 非のみ説の意味 非のみ説に意味

323 上から 10 行目 引渡 引渡し

347 上から 8 行目 包含説 包含肯定説

348 下から 6 行目 有無を 有無は

349 上から 4 行目 ③ →

352 下から 8 行目 になる） になる

362 下から 15 行目 用法違反 用法順守義務違反

385 上から 6 行目 2 項）である 2 項）ものである

387 上から 8 行目 ＹＡへの Ｙ　Ａへの

405 上から 4 行目 いない。△ いない。

432 上から 12 行目 表示 （同行の上部の線を削除）別紙 2 参照

別紙 1 207 頁　上から 7 行目　基づく土地引渡しの上部に線を追加

誤

Kg E対抗要件の抗弁－賃貸借 R対抗要件具備
Aもと土地所有 A・Y土地賃貸借契約 X対抗要件具備
A・X売買契約 権利主張
Y建物現所有し
て土地現占有 E占有権原－賃貸借 R対抗要件具備

A・Y土地賃貸借契約
基づく土地引渡し

X対抗要件具備

A・Y建物所有合意
Y所有名義の建物登記

正

Kg E対抗要件の抗弁－賃貸借 R対抗要件具備
Aもと土地所有 A・Y土地賃貸借契約 X対抗要件具備
A・X売買契約 権利主張
Y建物現所有し
て土地現占有 E占有権原－賃貸借 R対抗要件具備

A・Y土地賃貸借契約
基づく土地引渡し

X対抗要件具備

A・Y建物所有合意
Y所有名義の建物登記
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別紙 2 432 頁　上から 12 行目　表示の上部の線を削除

誤

Kg 1 E
X・Y土地賃貸借契約 Y期間満了以後土地の

使用収益を継続X→Y基づく引渡し
賃貸期間の経過 X使用収益継続を

知ったこと引渡し後の建物付属及び
終了時の建物存在
・・・・・・・・

相当期間の経過
X相当期間内に異議を
述べなかったこと

Kg 2（Kg 1 ＋ Eを前提）
X→Y解約申入れの意思

表示
1年経過

正

Kg 1 E
X・Y土地賃貸借契約 Y期間満了以後土地の

使用収益を継続X→Y基づく引渡し
賃貸期間の経過 X使用収益継続を

知ったこと引渡し後の建物付属及び
終了時の建物存在
・・・・・・・・

相当期間の経過
X相当期間内に異議を
述べなかったこと

Kg 2（Kg 1 ＋ Eを前提）
X→Y解約申入れの意思

表示
1年経過

以上、訂正してお詫びいたします。 　関西学院大学出版会
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